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経緯

• ２０２４年８月に、三春町で「風しもの村―チェルノブイリス

ケッチ」絵画展や原爆展、「減思力の教訓を学ぶ」展、パネル

ディスカッションなどを開催。

• 東電福島第一原発から西に５０キロ離れた三春町も、チェルノ

ブイリ原発事故でのウクライナやベラルーシと同じように、原

発の爆発で風下の町となったが、町独自の判断で甲状腺がんを

予防する安定ヨウ素剤を町民に配布し服用指示したことを、パ

ネルにして展示した。





•２０２５年、このパネルデータを基に放射線教材冊子を発
行。小学生でも読めるようにA４判、総ルビ、フルカラーの
１４ページ立て。

•福島県内の小中高の学校や特別支援学校の図書館、市町村
の図書館、国会図書館などに合わせて８１３冊を寄贈。

•印刷代などの経費は、原子力市民委員会やパルシステム生
協連合会の助成金を活用し、頒布価格を１冊１００円に。

•各地の集会で販売したり、全国で脱原発を闘う個人や団体
に見本を送ったりしたところ、注文が相次ぐようになり、
現在までに6000冊ほどが全国各地に広がった。



内容



はじめに

• この本は、2011年3月に起きた東京電力福島第一原子力発電所
の事故の際に、福島県三春町で主体的に行われた「安定ヨウ素
剤」配布の事実を伝えるために書かれました。

• 三春町が独自の判断で適切な時期に安定ヨウ素剤の配布を実行
したことは、地方自治体としての主体性と決定権を行使して、
住民の命と健康を守ることを最優先に考えて行動したもので、
後世に継承すべき事例です。

• しかし、残念ながら文部科学省の放射線副読本や福島県教育委
員会の資料などの公的な教材では記載されていません。

• この本では、あの日に三春町で起きたこと、三春町民の証言、
安定ヨウ素剤の効用や服用法などが書かれています。一人でも
多くの方に、この本を読んでいただき、三春町での出来事を伝
えていただけることを願っています。













安定ヨウ素剤配布にあたって

・三春町では約６０％が安定ヨウ素剤を服用したとされている

が、県民健康調査甲状腺検査の先行検査で、１名が小児甲状腺

がんに罹患していることが判明。

しかし、個人情報保護法により安定ヨウ素剤を服用したかどう

かの確認はできていない。

・放射性ヨウ素による甲状腺被曝防護のために、安定ヨウ素剤

を服用するという事前の説明と理解がなければ、服用をためら

う人が多いため、事前に説明のうえ個別配布しておくのが最善

の方法である。









教訓は生かされているのか
• 2024年6月 内閣府の防災基本計画修正新旧対照表 第 12 編 原子力災害対策編 ｐ３５

「地方公共団体は、ＵＰＺにおいても、ＰＡＺ内と同様に予防的な即時避難を実施する可能性のあ 

る地域、避難の際に学校や公民館等の配布場所で安定ヨウ素剤を受け取ることが困難と想定される

地域等においては、自らの判断で、平常時に事前配布を行うことができるものとする。」

（新設） 地方公共団体は、原子力災害対策指針等を参考に、安定ヨウ素剤の服用の効果等について

住民等へ日頃から周知徹底に努めるものとする。→原子力規制庁のガイドラインを反映

・２０２６年６月 福島県原子力防災課に問い合わせ

福島県独自の対応策はない。

原発から５キロ圏内（PAZ）３０キロ圏内（UPZ）の対策のみ

県の計画書にはUPZ圏外に安定ヨウ素剤は配備されていない。

UPZ圏外には、相変わらず県が配布と服用指示をすることになっていて、三春町が行った適切な配

布と服用のタイミングを計る方法は、他の自治体には共有されていない。



① 三春町の小中学校の放射線副読本とすることを、教育長に
要請したところ、教科書としては文科省の許可がないと使えな
いが、防災教育や特別活動として町民の出前授業という形で各
学校に提案してもよいという回答があり、この冊子を使った出
前授業の企画に取り掛かったところ。

② 柏崎刈羽原発の再稼働について、２０２５年１２月の新潟
県議会に、原発事故被害者団体連絡会として「福島県の被害者
の声を聴いてから審議してほしい」という請願を行い、県議会
の常任委員会で口頭陳述した後で、県議にこの冊子を配布した。

冊子の活用



反響
• 送付先は福島県内、北海道から
沖縄など。全国各地に。

• 学校や市町村からの注文はない。

• 全国各地の原発立地自治体で反
対運動をしている団体や個人か
らの注文が多い。

• 住民の学習会用や、原発立地県
や立地市町村の防災担当課にも
渡している。

• 行政職員からこういうものがあ
ると助かるという声がある一方、
行政からは全く無視されること
の方が多い。

• ３度注文してくれた、敦賀市のH
さんより最近のメール

「行政に渡したが当面見込みがなさ
そうなので、住民に近い薬局、薬剤
師会へ面会を申し出るも、門前払い。
最も大事な任務を見失っているよう。

諦めず次の手を試みたく思います」

・冊子を読んで三春を訪ねてくる県
外のグループがある。原発立地自治
体ではないが原発事故があれば被災
するので、事前に安定ヨウ素剤配布
を考えている人たち。



パネルを通じた広がり（パネルの貸し出しもしています）

• 「三春町での安定ヨウ素剤配布の
意義を埋もれさせないために、東
京・昭島市でも伝えようとしてパ
ネル展が開かれました。

• 特に教育の場で事実がなかったか
のように扱われている実態を知ら
せることに重点を置きました。」

• 主催者：原発災害情報センター

（福島県白河市）

鈴木正昭さん

（東京都昭島市在住）



「あの日風しもの町で起きたこと」
冊子、パネル 申し込み先

「風しもの村 風しもの町」実行委員会

sakitkgi@yahoo.co.jp
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